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障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす兵庫の会

〒650-0016 神戸市中央区橘通1-1-2 兵庫障害者センター内　Tel(078)341-9544　Fax(078)341-9545

郵便振替口座　００９４０－０－２５６１３３　めざす兵庫の会

兵庫訴訟・2名が第３次提訴

　10月１日（木）、「障害者自立支援法は憲法違反。障害者権利条約に反する」として、全国で４地裁に計7名が第三次として一斉提訴しました。第一次からの原告の総数は、14地裁で70名になりました。

　神戸地裁には同日13時30分、視覚障害の車谷さん(東灘区在住)と肢体障害の長野さん(淡路市在住)の二人が提訴しました(長野さんは体調不良にため代理人が提出)。これで兵庫では、13名の原告となりました。

　訴状を提出した後、兵庫県弁護士会館で行われた記者会見では、福島兵庫弁護団事務局長から提訴にいたる経過、提訴内容等についての説明が行われました。

　今回の記者会見には、NHKをはじめ、多くのマスコミ関係者がこの会見に出席され、「この時期になぜ提訴に踏み切ったのか｣、｢今回の提訴の内容はなにか｣、「提訴して、一番に訴えたいことは何か｣、｢国との和解に応じるのか｣など、次々に質問が出されました。

　福島兵庫弁護団事務局長は、「9月29日、厚労省から竹下全国弁護団長に、話し合いの場を設けたいとの連絡があったと聞いているが、今のところそれ以上のことはわからない。｣「次回の12月４日の兵庫訴訟の口頭陳述は、予定通り行う。｣と説明しました。

　車谷さんは、「15年前のあの大震災で夫を亡くしました。当時、子どもが幼かったにも関わらず、家族がいるなら家族（子ども）に介助してもらいなさいなど、心無い言葉を受けてきました。」、「知らないところに行くには必ずガイドヘルパーが必要です。障害者自立支援法によってガイドヘルパーの利用料がいるようになりました。少ない収入からの出費は大変です。そのために外出を制限せざるを得なくなりました。」、「いろんな動きがあるように聞いていますが、今なお利用料負担は続いています。」など、提訴にいたった気持ちを述べました。

支援法訴訟」をめぐる動き
▼9月19日；長妻厚生労働大臣が「支援法は廃止。どういう制度にするか、今後検討」と表明。

▼9月24日；神戸新聞が1面で「国が和解申し入れ」と報道。しかし、全国弁護団藤岡事務局長は「そ　のような事実はない」と言明。

▼9月24日の広島地裁、9月25日の和歌山・岩手の両地裁での裁判で被告国側は「準備書面の陳述を保　留。今後の訴訟遂行のあり方を検討するため、約3ヶ月の猶予」を求める。

▼9月28日；勝利をめざす会と全国弁護団との合同全体会議。60名を超える参加者。

▼9月29日；厚労省障害保健福祉課藤井企画課長が、「自立支援法訴訟の解決に向けての話合いの場を　設けたい。近日中に、お会いできるように調整をお願いしたい」と竹下全国弁護団長に電話連絡。

▼10月１日；４地裁に第三次提訴。

▼10月６日；厚労省の「申し入れ内容」を聞くため、原告・めざす会･弁護団代表らが面談。日テレが　「山井政務官らが廃止後の制度設計に協力要請」と報道。

▼10月７日；原告並びに勝利をめざす会実務代表者会議（東京）。

　国からの「提案」などの情報を共有し、原告の意　見をしっかり聞く場として原告並びに実務代表者　会議を開催。兵庫を含む14都府県から８０名が参加し、４０名の原告・補佐人全員が発言。４時間　（１時間延長）熱気あふれる会合。

　会議の「まとめ」は行わず、原告の意見を８日の　全国弁護団会議に伝え、さらに検討をすすめてい　くことを確認。

　司会者からは、個人的感想として、つぎのような発言がありました。

　○自分たちの運動、訴訟が国を追い込んできた。歴史をつくっていることを実感した。

　○「自立支援法」訴訟は人間の尊厳をかけた闘い。私たちの尊厳が傷つけられたのは、応益負担だけ　　ではない。自立支援法ができてきた経過、当事者不在で政府の都合で勝手に制度変更し、それにふりまわされ、傷つけられてきた。障害者の生活、存在をどう思っているのか。

　○応益負担以外にも、日割や支給量、障害の範囲、扶養義務の問題等、障害者権利条約にふさわしい　　制度、どんな障害があっても安心して地域で暮らせる制度にしないといけない。

　○「政権交代」のたびに、「自立支援法」が復活することのない制度をつくりたい。「自立支援法」の息の根をとめたい。

　○勝利をめざす会として、最も大切にしたいのは原告のおもい、納得感。

　◆10月20日（火）原告並びに勝利をめざす会実務代表者会議をもう一度開き、さらによく話し合いたいとおもいます。

▼10月８日；全国弁護団会議(京都)。兵庫訴訟の原告も参加。

▼10月11日;兵庫訴訟原告団会議。弁護団と勝利をめざす兵庫の会も参加。

　10月20日に開催される原告並びに勝利をめざす実務代表者会議（東京）に臨むに　あたっての原告一人ひとりの思いや意志を確認する。

▼10月14日；読売新聞　が「厚労省は14日、来年度から市町村民　税非課税世帯の利用料を無料にする方針　を固めた。来年度予算の概算要求に300億円程度を盛り込む方針。｣と報道。

▼10月20日;原告並びに勝利をめざす会実務代表者会議（東京、予定）

兵庫訴訟 ー 第４回裁判傍聴にご参加を！　

　｢障害者自立支援法の応益負担は憲法違反！｣と提訴した原告が、兵庫で11人。そして、10月1日(木)第三次として2名の方が提訴されました。

　被告国側はこの間の各地の裁判で、｢今後の訴訟遂行のあり方についても検討する必要があることから、猶予を｣と求めてきています。また、｢協議の場｣も提案されています。

　しかし、支援法そのものは現存し、応益負担は続いています。裁判は粛々と進められます。

　裁判に挑んだ原告を支え、日本の社会保障制度の根本改革を求めるために、兵庫訴訟第４回裁判の傍聴・報告会にご参加ください。

▼▼第４回裁判▼▼

※日時；１２月４日（金）１０：３０～

※集合；９時４０分に神戸地裁前に集合（傍聴のための抽選があります） 

　なお、傍聴の抽選に外れた方は、県弁護士会館（神戸地裁東隣）で、待機(ミニ学習会を予定)をお願いします。

　裁判終了後、兵庫訴訟第４回裁判の報告集会を開催します。あわせてご参加ください。

引き続き｢めざす兵庫の会｣にご加入を！

｢めざす兵庫の会｣会員状況(10月15日現在)

個人会員　604人　732口　団体会員　42団体335口 合計　 1,077口

募金　1,120,500円

｢勝利をめざす兵庫の会｣の会員状況(10月15日現在)は、上記の通りです。

　おかげさまで、チラシ、右下のようなポスター(Ａ３・Ａ２）やのぼりを作成することが出来ました。是非各地で、各団体で活用をお願いします。希望される方は、事務局へご相談ください。

　この間、政権交代に伴って大きな動きが生まれています。原告やめざす会の会合が、東京で頻繁に開催されるようになってきました。

　これは勇気をもって立ち上がった各地の原告の方、一人ひとりの思い、意志、意見を大事にして訴訟やいろんな動きに対応しようとするものです。今後も、様々な動きが予想され、原告やめざす会の会合が必要に応じて行われることになっています。

　原告を支え、この訴訟の歴史的な勝利を確実にするまで、気を緩めることなく奮闘しなければなりません。

　皆様の周りの方に｢めざす兵庫の会｣への加入を引き続き訴えていただきますよう重ねてお願いします。

全国の動き

支援法訴訟の勝利をめざす「近畿ブロック集会」
障害者自立支援法訴訟が提訴されて１年が経ちました。原告は、第1次、2次あわせて58名、第3次ではさらに12名が増え、総計70名になりました。提訴1周年という節目に、訴訟原告を励まし、地域での運動をすすめるために企画しました。新たな動きが生まれています。多数参加をお待ちしています。
◆日時；2009年11月29日（日）13:00～16:00

◆会場；大阪府人権推進センター（ヒューマインド）

◆内容；第1部　各府県の原告からの訴え・ 訴訟意義と現段階での争点（弁護団）

　　　　第2部　各界からのメッセージ・めざす会運動の現状報告・行動提起、他

◆主催；近畿ブロック集会実行委員会

　※連絡先　勝利をめざす大阪の会　(きょうされん大阪支部内）

　　　　　大阪市住吉区苅田5-1-22-2-1　TEL(06-6697-9144) FAX(06-6697-9059）

『裁く！』を緊急出版

勝利をめざす京都の会が、緊急出版しました。

　「障害者が、人間の尊厳をないがしろにした国を裁く」そんな気持ちをこめて、「スピードとポイントをはずさない」を趣旨に編集。

　序での竹下義樹全国弁護団長の言葉です。「裁判は弁護士が起こすわけではありませんし、裁判は裁判官がつくるわけではありません。当事者である原告が裁判を提起するのであり、その原告の訴えとそれを支援する多くの市民の声が裁判官を動かしてよい判決がつくられるのです。」

 ＜問合せは、めざす兵庫の会へ。定価本体1,000円＞
